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○の大 きさは都市の規模，　　 ダ ／



















































































































・ 隣県 の高 松 経 由で 鹿児 島 に向 かう場 合
(260mile) と， 神戸経由で鹿児島に向かう
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IV　地理教育の「社会化」の意義と限界１　国家・社会の本質解明への接近
本稿では
，不完全ながらも「地理教育の社会化」を
実現する「社会地理科
」の理論と実際を検討してきた。
ここで，先行実践の分析と授業モデルの開発を通して
明らかになった本変革論の意義をまとめておきたい
。
第凵こ
，社会認識教育としての萌芽が認められ
る点にある
。地理的事象の成立の理由・影響を多
学問的に研究させることで
，現行体制の特質を説
明できるようになる
。「社会地理科」は，地理的
事象を規定している権力
・資本・規範の働きをつ
かみ
，現代社会の課題や変革のあり方を考えさせ
るところに教育的意義が見いだせるだろう几例
えば
，小単元匚日本の交通ネットワーク」では，
鉄道と航空機の運行系統を
，効率哇と公平生社
会的不平等の視点で分析させる。並行して，匚小
さな政府
」を志向する現政権の政策を知り，その
政策の妥当性を判断する基盤となる知識の習得も
-
９－
意図されていた。
第２に
，現行教科書の枠組みのなかで実践でき
る点にある
。指導している知識は，必ずしも指導
要領の目標と合致しない
。しかし，学習対象は地
理的事象に求めているので
，要領の内容項目に対
応させて指導することが可能である
。例えば，
「日本の交通ネットワ
クー」は，中学校地理的分
野の大項目３（オ）匚地域間の結び付きから見た
日本の地域的特色
」で指導しても，なんら違和感
はない
。Ｈ章で匚社会地理科」の先行事例に取り
上げた授業プランも
，同項目（イ）匚人口から見
た日本の地域的特色
」での実践を意図したものだっ
たＯ学習の対象や起点は地理に求めながらも
，学
習の展開にともなって地理から離脱してゆく厂社
会地理科」
。本論は，指導要領の匚発展的な学習」
を支える根拠として注目されるO
2　国家
・社会の本質解明からの乖離
これら２つの意義は，そのまま課題にも転じる。
第１に
，学習対象の選択理由が未だ合理的に説明
できない点にある
。原則として学習指導の対象に
は
，授業の目標を最も合理的に達成しうる事象・
出来事が選択される
。目標が教育内容を規定し，
内容が教材の選択を指示する関係にある
。従って
政策転換と社会的不平等の拡大を理解目標に掲げ
るのであれば
，市場原理導入きっかけ社会
が大きく変化している匚中国
」地域が，はるかに
典型性を帯びた対象として浮上してくる8）
。ある
いは
，もっとダイレクトに市場経済の確立・転換
の視点から匚日本の戦後経済史
」を研究させても
筋は通るだろうＯしかし実際にそうならないのは
，
地理学的に意味のある事象
，ここでは匚空間的な
地域の結び付き
」の把握を優先するという隠れた
原則が
，目標以前に内容構成を支配しているから
に他ならない。
第２に
，市民性教育としての完成度があと一歩
未熟な点にある
。民主主義社会では国家・社会の
あり方を
，それを形成している１人ひとりの選択
と調整に委ねる
。ゆえに将来の選択が託された子
どもには
，今まさに議論されている，あるいは将
来争点になるであろう問題について
，また問題を
取り巻く社会の情勢
・実態 深く知る機会
が与えられなければならない
。しかし，実際の指
導では
，（第１の課題でも述べたように）学問的
関心に応える事象がメインに供される
。地理では，
匚社会の睹現象のなかから
，空間という網ですく
えることがらだけを選び取ろうとするために
，空
間に表象されないものは切り捨てられる
。あるい
は逆に
，無理やり空間に結びつけることによって，
本質を見失い
」9），結果的に社会を見えにくくし
ている学習が少なくない
。地理的見方・考え方か
ら入る教育論が
，社会の本質解明の機会を摘み取
り
，子どもの社会的関心の深まりを防げる。真に
「’役立つ」市民性教育の確立は，子どもと社会に
とっての学びの意味をどこまで保証できるかにか
かっている。
地理教育の匚社会化
」は避けられない。初等中
等段階の地理教育こそ
，教育の論理＝社会的有用
性を優先した厂社会科地理
」が求められている。
原理的には学年が上がるにつれて
，学問の論理＝
地理の固有性を優先した匚地理科」へと移行すべ
-
きだろう
。しかし，我が国の地理教育の現状は必
ずしもそうではない
。むしろ優先順位が逆転して
いるところに問題の根深さがある。
【註】
１）例えば, 2005年度日本社会科教育学会全国研究大
会の課題研究①「21世紀市民社会における地理的教養
はどうあるべきか」では
，この問題が論点になった。
２）表１の出典は
，以下のとおり。
①天野真哉「高等学校地理における地形の取扱い」
『新地理』第52巻４号, 2005
。
②吉永裕也匚問題発見力を育成する中学校社会科地
理授業の設計」『社会科研究』第57号, 2002o
③小田大介匚広域中心地論を習得する地理授業の開発」『中国四国教育学会教育学研究紀要』第49巻，
2003．
④吉田剛匚地理的見方・考え方を育成する社会科地
理授業の改善」『社会科研究』第54号, 2001
。
⑤大庭玄一郎阡環境問題学習」としての地理教育
内容開発」『中匡I四国教育学会教育学研究紀要』第50巻, 2004o
⑥泉貴久厂地理で人生を考える
」『地理８月増刊地
球に学ぶ新しい地理授業』601号
，古今書院, 2005。
⑦吉田剛匚高校地理から求める21世紀社会の地理
的教養」日本社会科教育学会第55回全国研究大会
（於
：日本大学）の課題研究（1）発表資料, 2005o
⑧加藤有悟「流域を素材とする「地域の規模に応じ
た調査」の試み」『社会系教科教育学研究』第14号, 2002c
⑨小谷恵津子「概念探究型社会科における納得をと
もなう概念の獲得と経験」『社会系教科教育学研究』第62号, 2005o
⑩永田成文厂高等学校「地理」における探究学習の
新しい試み」『社会科研究』第60号, 2004o
⑥拙稿「社会科学科地理としての社会科授業」『社
会認識教育の構造改革』明治図書, 2006o
⑩中本和彦「‾地歴科地理・単元『ヨーロッパ』の教
育内容開発」『社会科研究』，第53号, 2000o
3）森分孝治「社会科で求める学力とは何か」『社会科教育』明治図書, 2006年３月号, pp.132-133,を参照。
４）註の2）論文④, p.34.
5）註の2）論文面, p.38.
6）拙稿「市民社会における地理教育」中央教育研究
所編『教科書フォーラム』第４号, 2004o
7）教育内容は
，近年の批判地理学の成果に学んだ。
とくに水岡不二雄編『経済・社会の地理学』有斐閣
，
2002,第４章の概念と事例にヒントを得ている
。
８）教材例は
，拙稿匚地理教育のカリキュラム編成の
理論と構想」『社会科教育実践学の構築』明治図書，
2004o
9）内藤正典「地理学における地域研究の方向」『地理』第35巻４号，古今書院, 1990, p.380
10－
